
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配信データを送信する送信装置と、前記送信装置から送信されてきた前記配信データを
受信する受信装置とからなるデータ配信システムにおいて、
　前記送信装置は、
　　

前記配信データの前記コンテンツデータに、第１の鍵情報を用
　いて第１の暗号化を施す第１の暗号化手段と、
　　前記第１の暗号化が施された前記コンテンツデータおよび前記 データに
、
　前記コンテンツデータと前記 データとに共通な第２の鍵情報を用いて第２
　の暗号化を施す第２の暗号化手段と、
　　前記第２の鍵情報と、前記第１の暗号化および前記第２の暗号化が施された前記配信
　データとを多重化する多重化手段と、
　　前記多重化手段により多重化された多重化データを送信する送信手段と
　を備え、
　前記受信装置は、
　　前記送信装置の前記送信手段により送信されてきた前記多重化データを受信する受信
　手段と、
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所定のコンテンツデータおよび前記コンテンツデータの見出しが表示される検索用画
　面のデータが、前記見出しから前記コンテンツデータを利用することができるように関
　係付けられて構成される

検索用画面の

検索用画面の



　　前記受信手段により受信された前記多重化データから前記第２の鍵情報と前記配信デ
　ータを分離する分離手段と、
　　前記配信データの前記第２の暗号化を、前記第２の鍵情報を用いて解除する第１の解
　除手段と、
　　前記第１の解除手段により前記第２の暗号化が解除された前記配信データを、記録媒
　体に記録する記録手段と、
　　前記記録手段により前記記録媒体に記録された前記配信データの前記コンテンツデー
　タが利用されるとき、前記第１の鍵情報を取得し、取得した前記第１の鍵情報を用いて
、
　前記コンテンツデータに施された前記第１の暗号化を解除する第２の解除手段と
　を備えることを特徴とするデータ配信システム。
【請求項２】
　

【請求項３】
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配信データを送信する送信装置と、前記送信装置から送信されてきた前記配信データを
受信する受信装置とからなるデータ配信システムのデータ配信方法において、
　所定のコンテンツデータおよび前記コンテンツデータの見出しが表示される検索用画面
のデータが、前記見出しから前記コンテンツデータを利用することができるように関係付
けられて構成される前記配信データの前記コンテンツデータに、第１の鍵情報を用いて第
１の暗号化を施す第１の暗号化ステップと、
　前記第１の暗号化が施された前記コンテンツデータおよび前記検索用画面のデータに、
前記コンテンツデータと前記検索用画面のデータとに共通な第２の鍵情報を用いて第２の
暗号化を施す第２の暗号化ステップと、
　前記第２の鍵情報と、前記第１の暗号化および前記第２の暗号化が施された前記配信デ
ータとを多重化する多重化ステップと、
　前記多重化ステップの処理で多重化された多重化データを送信する送信ステップと、
　前記送信ステップの処理で送信されてきた前記多重化データを受信する受信ステップと
、
　前記受信ステップの処理で受信された前記多重化データから前記第２の鍵情報と前記配
信データを分離する分離ステップと、
　前記配信データの前記第２の暗号化を、前記第２の鍵情報を用いて解除する第１の解除
ステップと、
　前記第１の解除ステップの処理で前記第２の暗号化が解除された前記配信データを、記
録媒体に記録する記録ステップと、
　前記記録ステップの処理で前記記録媒体に記録された前記配信データの前記コンテンツ
データが利用されるとき、前記第１の鍵情報を取得し、取得した前記第１の鍵情報を用い
て、前記コンテンツデータに施された前記第１の暗号化を解除する第２の解除ステップと
　を含むことを特徴とするデータ配信方法。

所定のコンテンツデータおよび前記コンテンツデータの見出しが表示される検索用画面
のデータが、前記見出しから前記コンテンツデータを利用することができるように関係付
けられて構成される配信データを受信する受信装置において、
　送信装置から送信されてきた、前記コンテンツデータが第１の鍵情報に基づく第１の暗
号化および第２の鍵情報に基づく第２の暗号化が施され、前記検索用画面のデータが前記
第２の暗号化が施された前記配信データと、前記第２の鍵情報とが多重化された多重化デ
ータを受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記多重化データから前記第２の鍵情報と前記配信デー
タを分離する分離手段と、
　前記配信データの前記第２の暗号化を、前記第２の鍵情報を用いて解除する第１の解除
手段と、
　前記第１の解除手段により前記第２の暗号化が解除された前記配信データを、記録媒体
に記録する記録手段と、



【請求項４】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば衛星などを介して、新聞や書籍、雑誌などのデータを伝送する場合に、
そのデータにスクランブルをかけるデータ配信システムおよび方法、並びに受信装置およ
び方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば放送衛星による有料テレビジョン放送（あるいは音楽放送）においては、非契約者
の番組の傍受を防止するために、番組を、それにスクランブルをかけて配信するようにな
されている。番組の視聴を希望する者は、番組提供者と受信契約を結ぶことにより、スク
ランブルを解くためのスクランブルキー（解読鍵）を受信可能にしてもらい、これにより
その正規の契約者は、スクランブルを解いて番組の視聴が可能となる。
【０００３】
現在、放送衛星を用いた有料テレビジョン放送で実用化されているスクランブル方式には
、いわゆるコアテック（ COATEC）方式やスカイポート（ SKYPORT）方式などがある。
【０００４】
また、最近では、例えば新聞などのデータ（新聞データ）を電子的に配信するデータ放送
システムとして、衛星のデータチャンネルに、新聞データを挿入し、これを、衛星を介し
て伝送するものなどが考えられている。この場合、新聞データの配信を契約した、例えば
各家庭（契約者側）におけるデータ受信装置では、衛星からの信号が受信され、データチ
ャンネルに挿入された新聞データが取り出される。そして、この新聞データが、例えば磁
気ディスクや光磁気ディスクなどの記録媒体に記録され、必要に応じてそこから読み出さ
れる。読み出されたデータは、例えばディスプレイなどに表示され、あるいはプリントア
ウトされ、これにより契約者は、新聞を見ることができるようになされている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述のスクランブル方式は、番組を、主に実時間で視聴するテレビジョン放送
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　前記記録手段により前記記録媒体に記録された前記配信データの前記コンテンツデータ
が利用されるとき、前記第１の鍵情報を取得し、取得した前記第１の鍵情報を用いて、前
記コンテンツデータに施された前記第１の暗号化を解除する第２の解除手段と
　を備えることを特徴とする受信装置。

所定のコンテンツデータおよび前記コンテンツデータの見出しが表示される検索用画面
のデータが、前記見出しから前記コンテンツデータを利用することができるように関係付
けられて構成される配信データを受信する受信装置の受信方法において、
　送信装置から送信されてきた、前記コンテンツデータが第１の鍵情報に基づく第１の暗
号化および第２の鍵情報に基づく第２の暗号化が施され、前記検索用画面のデータが前記
第２の暗号化が施された前記配信データと、前記第２の鍵情報とが多重化された多重化デ
ータを受信する受信ステップと、
　前記受信ステップの処理で受信された前記多重化データから前記第２の鍵情報と前記配
信データを分離する分離ステップと、
　前記配信データの前記第２の暗号化を、前記第２の鍵情報を用いて解除する第１の解除
ステップと、
　前記第１の解除ステップの処理で前記第２の暗号化が解除された前記配信データを、記
録媒体に記録する記録ステップと、
　前記記録ステップの処理で前記記録媒体に記録された前記配信データの前記コンテンツ
データが利用されるとき、前記第１の鍵情報を取得し、取得した前記第１の鍵情報を用い
て、前記コンテンツデータに施された前記第１の暗号化を解除する第２の解除ステップと
　を含むことを特徴とする受信方法。



などのためのものであり、これを、上述のデータ放送システムに適用した場合には、次の
ような課題があった。
【０００６】
即ち、上述のスクランブル方式によれば、番組の伝送を、スクランブルをかけて行うか、
あるいはノンスクランブルで行うかのいずれかしか選択することができないので、契約者
すべてに、一様なサービスしか提供することができない。即ち、ある契約者には、所定の
特別の新聞データの視聴を可能にし、他の契約者には、その特別の新聞データの視聴を不
可にすることなどができない。
【０００７】
その結果、契約者は、放送されてくる新聞データを視聴するか否かに関わらず、いわゆる
受信料を支払うこととなる。従って、契約者側からすれば、自身が必要とする新聞データ
だけでなく、必要としない新聞データにも受信料を支払っていることになり、不公平感を
生じさせることとなる。これは、契約者数を増加させる妨げとなり、さらには情報提供者
の収益を低下させることとなる。
【０００８】
また、上述のスクランブル方式では、番組の受信時に、その番組にかけられたスクランブ
ルを解くためのスクランブルキーが必要となる。そして、そのスクランブルキーは、番組
とともに伝送されてくるようになされている。このため、例えば契約する前に受信した新
聞データ（スクランブルがかかった状態のもの）を、記録媒体に記録しておき、契約を結
んだ後に、スクランブルキーを得て、記録媒体に記録された新聞データのスクランブルを
解いて視聴することができない。
【０００９】
本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、データ放送システムに適したス
クランブルおよびデスクランブルを行うことができるようにし、これにより種々の形態の
サービスを提供することができるようにするものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明のデータ配信システムは、送信装置は、

配信データのコンテンツデータに、
第１の鍵情報を用いて第１の暗号化を施す第１の暗号化手段と、第１の暗号化が施された
コンテンツデータ、および データに、コンテンツデータと デー
タとに共通な第２の鍵情報を用いて第２の暗号化を施す第２の暗号化手段と、第２の鍵情
報と、第１の暗号化および第２の暗号化が施された配信データとを多重化する多重化手段
と、多重化手段により多重化された多重化データを送信する送信手段とを備え、受信装置
は、送信装置の送信手段により送信されてきた多重化データを受信する受信手段と、受信
手段により受信された多重化データから第２の鍵情報と配信データを分離する分離手段と
、配信データの第２の暗号化を、第２の鍵情報を用いて解除する第１の解除手段と、第１
の解除手段により第２の暗号化が解除された配信データを、記録媒体に記録する記録手段
と、記録手段により記録媒体に記録された配信データのコンテンツデータが利用されると
き、第１の鍵情報を取得し、取得した第１の鍵情報を用いて、コンテンツデータに施され
た第１の暗号化を解除する第２の解除手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　本発明のデータ配信方法は、

配信データのコンテンツデータに、第１の鍵情報を用
いて第１の暗号化を施す第１の暗号化ステップと、第１の暗号化が施されたコンテンツデ
ータ、および データに、コンテンツデータと データとに共通な
第２の鍵情報を用いて第２の暗号化を施す第２の暗号化ステップと、第２の鍵情報と、第
１の暗号化および第２の暗号化が施された配信データとを多重化する多重化ステップと、
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所定のコンテンツデータおよびコンテン
ツデータの見出しが表示される検索用画面のデータが、見出しからコンテンツデータを利
用することができるように関係付けられて構成される

検索用画面の 検索用画面の

所定のコンテンツデータおよびコンテンツデータの見出し
が表示される検索用画面のデータが、見出しからコンテンツデータを利用することができ
るように関係付けられて構成される

検索用画面の 検索用画面の



多重化ステップの処理で多重化された多重化データを送信する送信ステップと、送信ステ
ップにより送信されてきた多重化データを受信する受信ステップと、受信ステップの処理
で受信された多重化データから第２の鍵情報と配信データを分離する分離ステップと、配
信データの第２の暗号化を、第２の鍵情報を用いて解除する第１の解除ステップと、第１
の解除ステップにより第２の暗号化が解除された配信データを、記録媒体に記録する記録
ステップと、記録ステップの処理で記録媒体に記録された配信データのコンテンツデータ
が利用されるとき、第１の鍵情報を取得し、取得した第１の鍵情報を用いて、コンテンツ
データに施された第１の暗号化を解除する第２の解除ステップとを含むことを特徴とする
。
【００１３】
　本発明のデータ配信システムおよび方法においては、

配信データのコンテンツデー
タに、第１の鍵情報を用いて第１の暗号化が施され、第１の暗号化が施されたコンテンツ
データ、および に、コンテンツデータと データとに共通
な第２の鍵情報を用いて第２の暗号化が施され、第２の鍵情報と、第１の暗号化および第
２の暗号化が施された配信データとが多重化され、多重化された多重化データが送信され
、送信されてきた多重化データが受信され、受信された多重化データから第２の鍵情報と
配信データが分離され、配信データの第２の暗号化が、第２の鍵情報を用いて解除され、
第２の暗号化が解除された配信データが、記録媒体に記録され、記録媒体に記録された配
信データのコンテンツデータが利用されるとき、第１の鍵情報が取得され、取得した第１
の鍵情報を用いて、コンテンツデータに施された第１の暗号化が解除される。
【００１４】
　本発明の受信装置は、送信装置から送信されてきた、第１の鍵情報に基づく第１の暗号
化および第２の鍵情報に基づく第２の暗号化が施されたコンテンツデータと、第２の暗号
化が施された データからなる配信データと第２の鍵情報とが多重化された多
重化データを受信する受信手段と、受信手段により受信された多重化データから第２の鍵
情報と配信データを分離する分離手段と、配信データの第２の暗号化を、第２の鍵情報を
用いて解除する第１の解除手段と、第１の解除手段により第２の暗号化が解除された配信
データを、記録媒体に記録する記録手段と、記録手段により記録媒体に記録された配信デ
ータのコンテンツデータが利用されるとき、第１の鍵情報を取得し、取得した第１の鍵情
報を用いて、コンテンツデータに施された第１の暗号化を解除する第２の解除手段とを備
えることを特徴とする。
【００１５】
　本発明の受信方法は、送信装置から送信されてきた、第１の鍵情報に基づく第１の暗号
化および第２の鍵情報に基づく第２の暗号化が施されたコンテンツデータと、第２の暗号
化が施された データからなる配信データと第２の鍵情報とが多重化された多
重化データを受信する受信ステップと、受信ステップの処理で受信された多重化データか
ら第２の鍵情報と配信データを分離する分離ステップと、配信データの第２の暗号化を、
第２の鍵情報を用いて解除する第１の解除ステップと、第１の解除ステップの処理で第２
の暗号化が解除された配信データを、記録媒体に記録する記録ステップと、記録ステップ
の処理で記録媒体に記録された配信データのコンテンツデータが利用されるとき、第１の
鍵情報を取得し、取得した第１の鍵情報を用いて、コンテンツデータに施された第１の暗
号化を解除する第２の解除ステップとを含むことを特徴とする。
【００１６】
　本発明の受信装置および方法においては、送信装置から送信されてきた、第１の鍵情報
に基づく第１の暗号化および第２の鍵情報に基づく第２の暗号化が施されたコンテンツデ
ータと、第２の暗号化が施された データからなる配信データと第２の鍵情報
とが多重化された多重化データが受信され、受信された多重化データから第２の鍵情報と
配信データが分離され、配信データの第２の暗号化が、第２の鍵情報を用いて解除され、

10

20

30

40

50

(5) JP 3954906 B2 2007.8.8

所定のコンテンツデータおよびコ
ンテンツデータの見出しが表示される検索用画面のデータが、見出しからコンテンツデー
タを利用することができるように関係付けられて構成される

検索用画面のデータ 検索用画面の

検索用画面の

検索用画面の

検索用画面の



第２の暗号化が解除された配信データが、記録媒体に記録され、記録媒体に記録された配
信データのコンテンツデータが利用されるとき、第１の鍵情報が取得され、取得された第
１の鍵情報を用いて、コンテンツデータに施された第１の暗号化が解除される。
【００２１】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明を適用したデータ放送システムの構成例を示している。情報提供者として
の、例えば新聞社は、大型計算機１を有している。この大型計算機１には、紙面データベ
ースが蓄えられている。この紙面データベースには、新聞に印刷するための記事情報や、
レイアウト情報などを含んでいる。このデータベースのデータは、必要に応じてワークス
テーション２に伝送され、そこにおいて編集される。
【００２２】
即ち、データベースのデータは、例えば各紙面ごとに、受信者（契約者）側において検索
し易いフォーマットの記事データに編集される。例えば、この編集により、レイアウトは
そのままで、見出しだけが見える形で紙面がそのまま縮小された検索のための画面を作成
する。さらに、この見出しから、それに対応する記事を表示することができるように、検
索の画面（見出し）と、その詳細を記述した記事との関係付けが行われる。このように、
受信者側で検索し易い形態に編集したデータが、例えば地上のデータ回線を介して放送局
３に伝送される。
【００２３】
放送局３に伝送されたデータ（新聞データ）は、後述するように、例えば衛星のデータチ
ャンネルに挿入され、衛星（放送衛星（ＢＳ）または通信衛星（ＣＳ））４を介して、受
信者側（例えば、各家庭における受信者（契約者）など）に伝送される。
【００２４】
図２および図３は、放送局３の詳細構成を示している。情報提供者である新聞社から伝送
されてきた新聞データは、図２に示すように所定の情報単位（情報１，２，・・・，Ｎ）
で、情報蓄積部２６に一時記憶される。即ち、新聞データは、例えば１面、総合面、商況
面、地方面、ラジオ・テレビ番組欄などの単位で、情報蓄積部２６に一時記憶される。
【００２５】
情報蓄積部２６に記憶された所定の情報単位の新聞データは、情報単位スクランブル処理
部２７に供給される。情報単位スクランブル処理部２７では、所定のスクランブルキー（
これは、新聞データに対し、所定の情報単位で、選択的にスクランブルをかけるためのス
クランブルキーで、以下、適宜、情報単位スクランブルキーという）を用いて、所定の情
報単位の新聞データに対し、選択的にスクランブルがかけられる。
【００２６】
即ち、情報単位スクランブル処理部２７では、情報蓄積部２６に記憶された、例えば１面
、総合面、商況面、地方面、ラジオ・テレビ番組欄などの単位の新聞データのうちのいく
つか（例えば、商況面と地方面の新聞データ）、あるいは全部が選択され、その選択され
た新聞データにのみ、情報単位スクランブルキーを用いてのスクランブルがかけられる（
このスクランブルは、後述する図３のデータスクランブラ１４における場合と同様にして
かけられる）。
【００２７】
ここで、情報単位スクランブル処理部２７でスクランブルをかける所定の情報単位の新聞
データは、例えば情報提供者によってあらかじめ設定（選択）される。また、情報単位ス
クランブルキーは、新聞データとともに、情報提供者から伝送されてくるようになされて
いる。さらに、情報単位スクランブルキーは、情報単位スクランブル処理部２７でスクラ
ンブルをかける新聞データに対し、すべて同一のものを用いるようにすることもできるし
、異なるものを用いるようにすることもできるようになされている。
【００２８】
以上のようにして選択的にスクランブルがかけられた所定の情報単位の新聞データはシリ
アライズされて（シリーズに並べられて）、図３のデータスクランブラ１４に出力される
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。
【００２９】
データスクランブラ１４では、新聞データは、ＰＮ（ PseudoNoise）発生器１３が出力す
る疑似ランダム系列に対応してスクランブルされ、独立データチャンネル多重化回路１２
に出力される。ＰＮ発生器１３が発生する疑似ランダム系列は、そこに入力されるスクラ
ンブルキー（これは、新聞データ全体に対し、スクランブルをかけるためのスクランブル
キーで、以下、適宜、伝送チャンネルスクランブルキーという）に対応して設定される。
【００３０】
ここで、情報提供者である新聞社からは、上述した新聞データおよび情報単位スクランブ
ルキーの他、伝送チャンネルスクランブルキー、データ識別子（新聞データを識別するた
めのもの）などを含む共通情報、並びにデータ受信装置６（図１）などの個々のデータ受
信装置ごとに設定されているユニークな受信装置ＩＤおよび契約内容などのデータが伝送
されてくるようになされている。
【００３１】
伝送チャンネルスクランブルキー、共通情報、受信装置ＩＤ、および契約内容は、暗号化
回路１１に供給され（伝送チャンネルスクランブルキーは、ＰＮ発生器１３にも供給され
る）、そこで暗号化される。暗号化されたデータは、関連情報として、独立データチャン
ネル多重化回路１２に供給される。
【００３２】
独立データチャンネル多重化回路１２は、データスクランブラ１４より供給されるスクラ
ンブルされた新聞データと、暗号化回路１１より供給される関連情報とを多重化し、ディ
ジタルチャンネル信号多重化回路１５に出力する。
【００３３】
また、ディジタルチャンネル信号多重化回路１５には、ディジタルチャンルネル信号とし
て伝送される音声信号（少なくともその一部は、後述する映像信号に付随する音声信号で
ある）も入力される。ディジタルチャンネル信号多重化回路１５は、入力される音声信号
（ディジタル音声信号）と、独立データチャンネル多重化回路１２より供給されるデータ
とを多重化し、４相ＤＰＳＫ変調器１６に供給する。
【００３４】
４相ＤＰＳＫ変調器１６は、入力されたデータを４相ＤＰＳＫ変調し、映像信号／ディジ
タルチャンネル信号多重化回路１７に出力する。この映像信号／ディジタルチャンネル信
号多重化回路１７には、また、放送局３において放送する映像信号が入力される。ディジ
タルチャンネル信号多重化回路１５に入力される音声信号がディジタル信号であるのに対
して、映像信号／ディジタルチャンネル信号多重化回路１７に入力される映像信号はアナ
ログ信号とされている。
【００３５】
映像信号／ディジタルチャンネル信号多重化回路１７は、入力される映像信号と、４相Ｄ
ＰＳＫ変調器１６より供給される信号とを周波数多重化し、ＦＭ変調器１８に出力する。
ＦＭ変調器１８は、入力された信号で所定のキャリアをＦＭ変調し、アップコンバータ１
９に出力する。アップコンバータ１９は、入力されたＦＭ信号を、ギガヘルツのオーダの
周波数帯域（例えば、ＫｕバンドやＫａバンド）の信号に周波数変換する。アップコンバ
ータ１９より出力されたＦＭ信号は、電力増幅器２０により電力増幅された後、送信アン
テナ２１に供給され、そこから衛星４（図１）に送出される。
【００３６】
図４は、４相ＤＰＳＫ変調されたディジタルチャンネルデータのフォーマット（Ａモード
のフォーマット）を表している。同図に示すように、横６４ビット、縦３２ビットの、合
計２０４８ビットのデータにより、１フレームのデータが構成されている。最初の２ビッ
ト×３２ビットの範囲には、フレーム同期信号、制御信号およびレンジビット信号が配置
（記録）されるようになされている。
【００３７】
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１フレームのデータは１ｍｓの時間で伝送されるため、伝送レートは２．０４８Ｍｂｐｓ
となる。
【００３８】
フレーム同期信号は、各フレームの同期を取るための信号である。制御信号は、モードが
ＡモードまたはＢモードのいずれであるのかや、テレビジョン音声信号（映像信号に付随
する音声信号）（音声１と２に配置される）がステレオ信号であるのか、モノラル１チャ
ンネルの信号であるのか、あるいはモノラル２チャンネルの信号であるのかを表す情報を
含んでいる。さらに、制御信号は、テレビジョン音声以外に付加される付加信号（音声３
と４に配置される）がステレオ音声信号であるのか、モノラル１チャンネルの音声信号で
あるのか、モノラル２チャンネルの音声信号であるのか、あるいはまた、音声以外のデー
タであるのかを表す情報なども含んでいる。
【００３９】
図４に示すように、最初の２×３２ビットの範囲の次の１０×３２ビットの範囲、および
それに続く１０×３２の３つの範囲には、それぞれ音声１乃至音声４の音声データが記録
（配置）されるようになされている（但し、上述したように音声３と４には、音声以外の
データが配置される場合もある）。１０×３２ビットの各範囲には、音声データが３２サ
ンプル分配置される。即ち、１サンプル当りのビット数は１０ビットとされている。
【００４０】
Ａモード時においては、この１０×３２ビットの範囲に、１チャンネルの音声データを配
置するようにするのであるが、Ｂモード時においては、２０×３２ビットの範囲に１チャ
ンネル分の音声データが配置されるようになされる。即ち、Ｂモード時においては、より
高品位の音声データを伝送することができるようになされている。
【００４１】
音声４のデータの次には、１５×３２ビットの範囲に、独立データチャンネルのデータが
配置され、さらに最後の７×３２ビットの範囲には、横方向の誤り訂正符号が配置されて
いる。
【００４２】
この図４に示す独立データチャンネルのデータは、所定のパケット単位で伝送される。例
えば、１パケットは２８８ビットにより構成され、先頭の１６ビットはヘッダとされ、そ
れに続く１９０ビットに実質的なデータが配置され、最後の８２ビットに、パケットの誤
り訂正符号が配置される。ヘッダは、少なくともサービス識別符号と、その誤り訂正符号
（チェックビット）を含み、サービス識別符号は、例えば上述した関連情報と新聞データ
の識別を行うための符号などを含んでいる。
【００４３】
独立データチャンネルには、図３に示した暗号化回路１１が出力する関連情報と、データ
スクランブラ１４が出力する新聞データとが、パケット単位で割り付けられ、そのパケッ
トの割り付けられたデータ（そのデータが、関連情報であるか、または新聞データである
か）に対応して、サービス識別符号が設定される。
【００４４】
受信者側においては、関連情報（伝送チャンネルスクランブルキー、共通情報、受信装置
ＩＤ、契約内容など）のパケットをモニタすることにより、情報提供者の伝送チャンネル
スクランブルキーなどを検知することができ、また伝送されてきた関連情報に含まれる受
信装置ＩＤを有するデータ受信装置が、その契約内容に符合する場合、所定の情報提供者
が提供する情報（新聞データ）をダウンロードすることが可能となる。
【００４５】
以上のようなデータが、図１における放送局３から衛星４に伝送され、衛星４から、さら
に例えば各家庭における受信者（契約者）に伝送される。各家庭においては、衛星４から
伝送されてきた信号が、受信アンテナ（パラボラアンテナ）５により受信され、さらに所
定の中間周波信号（ＩＦ信号）に変換される。このＩＦ信号は、データ受信装置６に入力
される。データ受信装置６に入力されたＩＦ信号は、そこで復調され、記録装置７により
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、記録媒体８に記録される。
【００４６】
記録媒体８に新聞データを記録した後は、契約者は、利用者端末９を操作することにより
、新聞データを、記録装置７および受信装置６を介して読み出し、モニタ１０ａに表示さ
せたり、あるいはプリンタ１０ｂにプリントアウトさせることができる。また、記録媒体
８が、着脱可能なものである場合には、記録媒体８を利用者端末９に直接装着し、そこに
記録された新聞データを、モニタ１０ａに表示させたり、あるいはプリンタ１０ｂにプリ
ントアウトさせることができる。
【００４７】
なお、受信装置６と利用者端末９とは、一体に構成することが可能である。
【００４８】
次に、図５および図６は、データ受信装置６の詳細構成を示している。受信アンテナ５か
らのＩＦ信号は、ＢＳチューナを構成するＦＭ復調器７１に入力される。また、ＦＭ復調
器７１には、図示せぬチャンネルボタンよりＢＳチューナ制御信号が入力されている。Ｆ
Ｍ復調器７１は、このＢＳチューナ制御信号に対応するチャンネルのＩＦ信号を、ベース
バンド信号に復調し、映像信号／ディジタルチャンネル信号分離回路７２に出力する。映
像信号／ディジタルチャンネル信号分離回路７２は、入力された信号から映像信号とディ
ジタルチャンネル信号とを分離し、映像信号を、例えば利用者端末９（図１）を介してモ
ニタ１０ａに出力して表示させる。
【００４９】
一方、映像信号／ディジタルチャンネル信号分離回路７２により分離されたディジタルチ
ャンネル信号は、４相ＤＰＳＫ復調器７３に入力され、復調される。４相ＤＰＳＫ復調器
７３より出力された信号は、ディジタルチャンネル信号分離回路７４に入力され、そこで
音声信号（図４に示した音声１乃至４に配置された信号）と独立データチャンネルの信号
とに分離される。音声信号は、上述した映像信号に対応するものである場合、図示せぬス
ピーカに出力される。
【００５０】
また、ディジタルチャンネル信号分離回路７４は、分離した独立データチャンネル信号を
、デコーダを構成する新聞データ／関連情報分離回路８１に出力する。新聞データ／関連
情報分離回路８１は、入力された信号から、新聞データと関連情報とを分離し、新聞デー
タをデータデスクランブラ８７に出力するとともに、関連情報を復号回路８２に出力する
。
【００５１】
一方、メモリ８３には、データ受信装置６に割り当てられているユニークな受信装置ＩＤ
があらかじめ記憶されている。復号回路８２は、メモリ８３に記憶されている受信装置Ｉ
Ｄと一致する受信装置ＩＤの契約内容が関連情報として入力されてきたとき、その契約内
容を契約条件比較回路８４に供給し、内蔵するメモリ８４Ａに記憶させる。また、復号回
路８２は、関連情報として伝送されてきた伝送チャンネルスクランブルキーを復号し、オ
ン／オフ切換回路８５に出力する。
【００５２】
そして、その後、入力される関連情報から、上述した共通情報に含まれるデータ識別子を
復号したとき、このデータ識別子が復号回路８２から契約条件比較回路８４に供給される
。契約条件比較回路８４は、入力されたデータ識別子を、メモリ８４Ａに既に記憶されて
いる契約内容と比較する。この契約内容には、あらかじめ契約されている新聞データのデ
ータ識別子が含まれている。契約条件比較回路８４は、契約料金未納、その他の禁止条件
が契約内容に含まれていない限り、メモリ８４Ａに記憶されているデータ識別子と、復号
回路８２より供給されたデータ識別子とが一致したとき、オン／オフ切換回路８５をオン
状態に切り換える制御信号を出力する。これにより、復号回路８２より出力された伝送チ
ャンネルスクランブルキーが、オン／オフ切換回路８５を介してＰＮ発生器８６に供給さ
れる。
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【００５３】
ＰＮ発生器８６は、入力された伝送チャンネルスクランブルキーに対応して、疑似ランダ
ム系列を発生する。データデスクランブラ８７は、このＰＮ発生器８６より供給された疑
似ランダム系列を利用して、新聞データ／関連情報分離回路８１より供給される新聞デー
タをデスクランブルして出力する。
【００５４】
即ち、データデスクランブラ８７においては、図３のデータスクランブラ１４で、ある新
聞データ全体に対してかけられたスクランブルがデスクランブルされる。
【００５５】
データデスクランブラ８７から出力された新聞データ（これは、所定の情報単位で選択的
にスクランブルがかけられた状態のもの）は、記録装置７に供給され、記録媒体８に記録
（蓄積）される。
【００５６】
その後、記録媒体８から新聞データを読み出すように、利用者端末９が操作されると、図
６に示すように、記録装置７によって、記録媒体に記録された新聞データが読み出され、
受信装置６のデコーダを構成する情報単位デスクランブル処理部３１に供給される。
【００５７】
情報単位デスクランブル処理部３１では、新聞データが、情報単位スクランブルキーを用
いてデスクランブルされる（このデスクランブルは、上述した図５のデータデスクランブ
ラ８７における場合と同様にして行われる）。即ち、情報単位デスクランブル処理部３１
においては、図２の情報単位スクランブル処理部２７で新聞データに対し、所定の情報単
位で選択的にかけられたスクランブルがデスクランブルされる。
【００５８】
なお、情報単位スクランブルキーは、例えば上述した伝送チャンネルスクランブルキーと
ともに伝送され、復号回路８２（図５）で復号されて、情報単位デクスランブル処理部３
１に供給されるようになされている。
【００５９】
情報単位デスクランブル処理部３１でデスクランブルされた新聞データは、利用者端末９
（図１）を介して、モニタ１０ａまたはプリンタ１０ｂに出力され、それぞれで表示また
はプリントアウトされる。
【００６０】
次に、図７は、以上のようなデータ放送システムにおいて、新聞データがスクランブルお
よびデスクランブルされる様子を示している。なお、図７（後述する図８および図９も同
様）において、左下がりの斜線は、情報単位スクランブル処理部２７（図２）でスクラン
ブルがかけられた部分を、右下がりの斜線は、データスクランブラ１４でスクランブルが
かけられた部分を、それぞれ示している。
【００６１】
まず放送局３において、新聞データは、図７（ａ）に示すように、所定の情報単位で、図
２の情報蓄積部２６に蓄積される。この所定の情報単位の新聞データは、情報単位スクラ
ンブル処理部２７（図２）で、選択的にスクランブルされ、さらにシリアライズされて出
力される（図７（ｂ））。
【００６２】
ここで、図７（ｂ）は、所定の情報単位の新聞データ（情報１，２，・・・，Ｎ）のうち
の、例えば情報２が選択され、その情報２のみにスクランブルがかけられた様子を示して
いる。
【００６３】
選択的にスクランブルされた新聞データは、図７（ｃ）に示すように、その全体に対し、
図３のデータスクランブラ１４でスクランブルがかけられ、衛星４を介して受信者側に伝
送される。
【００６４】
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受信者側では、図７（ｄ）に示すように、データ受信装置６のデータデスクランブラ８７
（図５）に、図７（ｃ）に示した状態と同一の状態の新聞データが入力される。データデ
スクランブラ８７では、新聞データ全体にかけられたスクランブルがデスクランブルされ
、これにより図７（ｅ）に示すような、情報２のみにスクランブルがかかった状態の新聞
データが出力される。
【００６５】
この新聞データ（図７（ｅ））は、記録装置７を介して、図７（ｆ）に示すように、所定
の情報単位にされて、記録媒体８に供給されて蓄積される。
【００６６】
記録媒体８に蓄積された新聞データが、上述したようにしてそこから読み出され、記録装
置７を介して、情報単位デスクランブル処理部３１（図６）に供給されると、そこでは、
情報単位スクランブル処理部２７（図２）でかけられたスクランブルがデスクランブルさ
れる。即ち、この場合、所定の情報単位の新聞データ（情報１，２，・・・，Ｎ）のうち
の情報２のデスクランブルが行われる。
【００６７】
これにより、図７（ｇ）に示すように、元の所定の情報単位の新聞データ（図７（ａ）に
示した新聞データ）が得られることになる。
【００６８】
従って、伝送チャンネルスクランブルキーおよび情報単位スクランブルキーの両方を受信
することができない受信者は、新聞データをまったく見ることができず、伝送チャンネル
スクランブルキーのみを受信することができる受信者（契約者）は、情報２以外の新聞デ
ータを見ることができる。また、伝送チャンネルスクランブルキーおよび情報単位スクラ
ンブルキーの両方を受信することができる受信者（契約者）は、新聞データすべてを見る
ことができる。
【００６９】
以上から、所定の情報単位の新聞データのうちの情報２の受信を希望しない受信者は、新
聞データの受信契約を結ぶときに、情報２の受信契約を結ばないようにする。そして、情
報提供者は、契約者のうち、情報２の受信契約を結んでいない者（以下、適宜、部分契約
者という）に対しては、伝送チャンネルスクランブルキーのみを受信することができるよ
うにし、情報単位スクランブルキーを受信することができないようにする。また、すべて
の新聞データの受信を希望する受信者（以下、適宜、全体契約者という）に対しては、伝
送チャンネルスクランブルキーおよび情報単位スクランブルキーの両方を受信することが
できるようにする。
【００７０】
そして、部分契約者の受信料を、全体契約者の受信料より低額に設定する。
【００７１】
このようにすることにより、契約者は、自身が必要とする新聞データに対してのみ、受信
料を支払うこととなり、その結果、契約者に不公平感を生じさせることを防止することが
できる。
【００７２】
また、情報提供者側からすれば、契約者の要求に応じた多様な形態でサービスを提供する
ことができ、即ち契約者ごとに、受信可能な情報（新聞データ）を設定することができ、
その結果、契約者数を増加させ、さらにはその収益を向上させることができる。
【００７３】
図８は、上述したようにしてスクランブルをかけた新聞データの具体例を示している。図
８においては、ある１紙の新聞データ（図８では、一面、総合面、商況面、・・・、地方
面、・・・、ラジオ・テレビ欄のデータから構成されている）のうちの、例えば商況面と
地方面に、情報単位スクランブルキーを用いてのスクランブル（以下、適宜、部分スクラ
ンブルという）がかけられ、さらにその全体に、伝送チャンネルスクランブルキーを用い
てのスクランブル（以下、適宜、全体スクランブルという）がかけられている。
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【００７４】
この場合、受信者は、この１紙の新聞データ全体、あるいは商況面と地方面を除く新聞デ
ータを受信する契約を結ぶことができる。
【００７５】
さらに、商況面のみを除く新聞データ、あるいは地方面を除く新聞データを受信する契約
を結ぶことも可能である。これは、商況面または地方面の新聞データにそれぞれかける部
分スクランブルに用いる情報単位スクランブルキーを、上述したように異なるものとする
とともに、商況面のみを除く新聞データの受信契約をした者には、伝送チャンネルスクラ
ンブルキーおよび地方面の部分スクランブルを解くための情報単位スクランブルキーを受
信可能とし、地方面のみを除く新聞データの受信契約をした者には、伝送チャンネルスク
ランブルキーおよび商況面の部分スクランブルを解くための情報単位スクランブルキーを
受信可能とするようにすれば良い（この場合、新聞データ全体の受信契約をした者には、
伝送チャンネルスクランブルキー、並びに商況面および地方面の部分スクランブルを解く
ための情報単位スクランブルキーを受信可能にすれば良い）。
【００７６】
なお、受信料を、例えば月極とすることにより、新聞配達員によって配達される新聞に対
して講読料を徴収する場合と同様の課金を行うことができる。
【００７７】
次に、図９も、図８と同様に、上述したようにしてスクランブルをかけたデータの具体例
を示している。なお、図９においては、新聞データに代えて、例えばある１冊の雑誌など
のデータを伝送する場合の様子を示している。
【００７８】
同図においては、１冊の雑誌データ（図９では、その雑誌のＣＭ（コマーシャル（宣伝）
）と本編とで構成されている）のうちの、例えば本編部分に、部分スクランブルだけがか
けられており、全体スクランブルはかけられていないので、受信者は、契約者であるか否
かに関わらず、雑誌のＣＭだけは見ることができる。また、契約者は、雑誌のＣＭだけで
なく、本編も見ることができる。
【００７９】
従って、この場合、雑誌データの情報提供者（例えば、出版社など）は、不特定多数の受
信者（契約者および非契約者の両方）に、雑誌のＣＭを見せることができ、その結果、雑
誌の本編を見るために、契約者の増加、あるいはその雑誌の購入者の増加が予想される。
よって、雑誌の売り上げを向上させることができる。
【００８０】
ところで、図７で説明したように、部分契約者は、記録媒体８に記録された新聞データの
うちの情報２は見ることができないが、その後に、情報２の視聴を希望するようになるこ
とが考えられる。しかしながら、前述したように、新聞データ（番組）の受信時に、その
新聞データにかけられたスクランブル（部分スクランブル）を解くためのスクランブルキ
ー（情報単位スクランブルキー）が必要となるため、上述したように、情報単位スクラン
ブルキーが衛星４を介して伝送されてくる場合、契約する前にその情報単位スクランブル
キーを受信することができず、従って契約前に受信し、記録媒体８に記録した情報２を、
契約を結んだ後にデスクランブルすることができない。
【００８１】
そこで、図１に点線で示すように、部分スクランブルを解くための情報単位スクランブル
キーを、例えば電話回線などの地上回線を介して、データ受信装置６に伝送するようにす
ることができる。
【００８２】
この場合、データ受信装置６の情報単位デスクランブル処理部３１（図６）では、契約前
に受信し、記録媒体８に記録した情報２にかけられた部分スクランブルを解くための情報
単位スクランブルキーを、電話回線を介して受信すると、それを用いて、情報２のデスク
ランブルが行われる。
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【００８３】
従って、この場合、後から情報単位スクランブルキーを取得して、受信時に契約を結んで
いなかった情報２を見ることが可能となる。
【００８４】
なお、受信した情報単位スクランブルキーは、記録媒体８に記録しておくことができるよ
うになされており、これにより契約後は、いつでも情報２を見ることができるようになさ
れている。
【００８５】
また、情報単位スクランブルキーは、上述したように伝送する他、例えば図１０に示すよ
うに、ＩＣカード１０１などの記憶媒体（記録媒体）（その他、例えば光カードやメモリ
カードなど）に記憶させて、それを契約者に配達（配送）するようにすることなども可能
である。この場合、契約者側では、データ受信装置に、情報単位スクランブルキーが記憶
されたＩＣカード１０１などの記憶媒体をセットし、そこから情報単位スクランブルキー
を読み出して、情報単位デスクランブル処理部３１（図６）に供給するようにすれば良い
。
【００８６】
次に、上述したように、衛星回線や電話回線などを介して情報単位スクランブルキーを伝
送するようにした場合、非契約者が、盗聴などにより、その情報単位スクランブルキーを
不正に取得することが考えられる。また、情報単位スクランブルキーを記憶させたＩＣカ
ード１０１などの記憶媒体を配達するようにした場合、非契約者が、契約者よりＩＣカー
ド１０１を入手し、これにより情報単位スクランブルキーを不正に取得することが考えら
れる。
【００８７】
そこで、このような情報単位スクランブルキーの不正取得を防止するために、ＩＣカード
１０１に、情報単位スクランブルキーの他、受信装置ＩＤを記憶させておき、そこからの
情報単位スクランブルキーの読み出しを、データ受信装置６のメモリ８３（図５）に記憶
されている受信装置ＩＤと、ＩＣカード１０１に記憶されている受信装置ＩＤとが一致し
たときのみ許可するようにすることができる。
【００８８】
この場合、データ受信装置６は、例えば図１１に示すように、図６に示したものに、ＩＣ
カードインターフェイス装置１１１を設けて構成される。ＩＣカードインターフェイス装
置１１１は、ＩＣカード１０１から、そこに記憶されている情報単位スクランブルキーを
読み出したりするなど、ＩＣカード１０１にアクセスするためのインターフェイスである
。
【００８９】
ここで、ＩＣカード１０１は、同図に示すように、ＣＰＵ１０２，ＲＯＭ１０３、および
ＲＡＭ１０４で構成されている。ＲＯＭ１０３は、システムプログラムやアプリケーショ
ンプログラムの他、このＩＣカード１０１が配達される契約者の有するデータ受信装置の
受信装置ＩＤ（この場合は、データ受信装置６の受信装置ＩＤ（図５のメモリ８３に記憶
されているもの））と、契約に応じた情報単位スクランブルキー（受信契約を結んだ新聞
データの部分スクランブルを解くための情報単位スクランブルキー）を記憶している。Ｃ
ＰＵ１０２は、ＲＯＭ１０３に記憶されているシステムプログラムおよびアプリケーショ
ンプログラムにしたがって、後述するような処理を行うようになされている。ＲＡＭ１０
４は、ＣＰＵ１０２の動作上必要なデータを記憶するようになされている。
【００９０】
なお、ＲＯＭ１０３には、所定の期間（例えば、１カ月など）に必要な情報単位スクラン
ブルキー（情報単位スクランブルキー（伝送チャンネルスクランブルキーも同様）は、新
聞データ（番組）の不正受信を防止するため、定期的に、または不定期に変更されるよう
になされている）が記憶されており、ＩＣカード１０１は、ＲＯＭ１０３に記憶されてい
る情報単位スクランブルキーを用いて部分スクランブルを解く新聞データが伝送される前
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に配達される（例えば、郵送される）。また、契約者は、契約外の新聞データの受信を希
望する場合には、その旨を情報提供者に連絡することにより、その新聞データの部分スク
ランブルを解くための情報単位スクランブルキーが記憶された、新たなＩＣカードが、情
報提供者から配達される。
【００９１】
次に、図１２のフローチャートを参照して、その動作について説明する。ＩＣカード１０
１が、ＩＣカードインターフェイス装置１１１に装着され、情報単位デスクランブル処理
部３１に、部分スクランブルがかけられた新聞データが入力されると、まずステップＳ１
において、情報単位デスクランブル処理部３１によって、ＩＣカード１０１のＣＰＵ１０
２に対し、情報単位スクランブルキーを出力するように要求（情報単位スクランブルキー
出力要求）がなされる。
【００９２】
なお、このとき、デスクランブル処理部３１は、ＣＰＵ１０２に対し、入力された所定の
情報単位の新聞データに付されている情報ＩＤを同時に出力する。
【００９３】
ここで、情報提供者である新聞社から提供される新聞データには、所定の情報単位ごとに
、それを識別することのできる情報ＩＤが、あらかじめ付されている。一方、ＩＣカード
１０１のＲＯＭ１０３には、情報単位スクランブルキーが、それを用いて部分スクランブ
ルを解くことのできる所定の情報単位の新聞データに付された情報ＩＤと関連付けられて
記憶されている。そして、後述するステップＳ５では、ステップＳ１でデスクランブル処
理部３１から出力された情報ＩＤに関連付けられた情報単位スクランブルキーが、ＣＰＵ
１０２によって、ＲＯＭ１０３から読み出されるようになされている。
【００９４】
ＣＰＵ１０２では、デスクランブル処理部３１から、情報単位スクランブルキー出力要求
とともに、情報ＩＤを受信すると、ステップＳ２において、情報単位デスクランブル処理
部３１に対し、受信装置ＩＤを出力するように、要求（受信装置ＩＤ出力要求）がなされ
る。
【００９５】
情報単位デスクランブル処理部３１は、ＣＰＵ１０２から、受信装置ＩＤ出力要求を受信
すると、図５に示したメモリ８３から受信装置ＩＤを読み出す。そして、ステップＳ３に
おいて、その受信装置ＩＤが、情報単位デスクランブル処理部３１からＣＰＵ１０２に送
信され、ステップＳ４に進む。
【００９６】
ステップＳ４では、ＲＯＭ１０３に記憶されている受信装置ＩＤと、情報単位デスクラン
ブル処理部３１から送信されてきた受信装置ＩＤとが一致するか否かが、ＣＰＵ１０２に
よって判定される。ステップＳ４において、ＲＯＭ１０３に記憶されている受信装置ＩＤ
と、情報単位デスクランブル処理部３１から送信されてきた受信装置ＩＤとが一致しない
と判定された場合、ステップＳ５をスキップして処理を終了する。
【００９７】
従って、例えば非契約者が、契約者よりＩＣカード１０１を入手し、自身のデータ受信装
置にセットしているような場合には、その受信装置ＩＤと、ＲＯＭ１０３に記憶されてい
る受信装置ＩＤとが一致しないので、部分スクランブルがかけられた新聞データのデスク
ランブルが行われないことになる。
【００９８】
一方、ステップＳ４において、ＲＯＭ１０３に記憶されている受信装置ＩＤと、情報単位
デスクランブル処理部３１から送信されてきた受信装置ＩＤとが一致すると判定された場
合、ステップＳ５に進み、上述したように、ステップＳ１で情報単位デスクランブル処理
部３１が出力した情報ＩＤに関連付けられた情報単位スクランブルキーが、ＲＯＭ１０３
から読み出され、ＣＰＵ１０２から情報単位デスクランブル処理部３１へ出力されて、処
理を終了する。
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【００９９】
従って、この場合、情報単位デスクランブル処理部３１では、上述したように、入力され
た所定の情報単位の新聞データにかけられた部分スクランブルのデスクランブルが行われ
ることになる。
【０１００】
以上のように、ＩＣカード１０１に、情報単位スクランブルキーとともに、受信装置ＩＤ
を記憶させておく場合には、盗聴による情報単位スクランブルキーの不正取得を防止する
ことができる他、契約者が、非契約者に対し、不当に情報単位スクランブルキーを提供す
ることなどを防止することができる。
【０１０１】
なお、例えば１世帯に、複数のデータ受信装置がある場合、その世帯には、その複数のデ
ータ受信装置それぞれの受信装置ＩＤを記憶させたＩＣカードを配達するようにすること
ができる。この場合、そのＩＣカードを、複数のデータ受信装置のいずれに用いても、部
分スクランブルのデスクランブルが可能となる。
【０１０２】
以上、本発明を、新聞データや雑誌データなどを、衛星回線を介して伝送するデータ放送
システムに適用した場合について説明したが、本発明は、新聞データや雑誌データの他、
例えば書籍などの刊行物のデータや、あるいはテキストデータ、画像データ、音声データ
を組み合わせたマルチメディアデータなどを伝送するシステムに適用可能である。さらに
、本発明は、衛星回線の他、例えばケーブル網などの伝送路を介してデータを伝送するシ
ステム（例えば、ＣＡＴＶなど）などにも適用可能である。
【０１０３】
なお、本実施例においては、データ受信装置６で、全体スクランブルを解いた新聞データ
を、記録媒体８に一旦記録し、その後、部分スクランブルを解くようにしたが、この他、
全体スクランブルおよび部分スクランブルを解いた新聞データを、記録媒体８に記録する
ようにすることも可能である。
【０１０４】
さらに、本実施例では、放送局３で、新聞データに、部分スクランブルをかけた後、全体
スクランブルをかけるようにしたが、この他、全体スクランブルをかけた後、部分スクラ
ンブルをかけるようにすることも可能である。但し、この場合、データ受信装置６では、
部分スクランブルを解いてから、全体スクランブルを解くようにする必要がある。
【０１０５】
また、本実施例では、所定の情報単位の新聞データに対し、選択的に部分スクランブルを
かけるようにしたが、この他、新聞データが、所定のブロックに分割されている場合、そ
のブロック単位で、選択的に部分スクランブルをかけるようにすることができる。即ち、
例えば新聞データが、ファイル単位に分割されている場合には、新聞データに対し、ファ
イル単位で、選択的に部分スクランブルをかけるようにすることができる。
【０１０６】
さらに、本実施例では、新聞データに対し、一度だけ、全体スクランブルおよび部分スク
ランブルをかけるようにしたが、この他、新聞データに対しては、全体スクランブルおよ
び部分スクランブルを、例えば二重や三重にかけるようにすることも可能である。
【０１０７】
【発明の効果】
　

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したデータ放送システムの構成例を示す図である。
【図２】図１の放送局３の詳細構成を示すブロック図である。
【図３】図１の放送局３の詳細構成を示すブロック図である。
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第１の本発明および第２の発明によれば、検索し易い形態でコンテンツデータをユーザ
に提供することができるとともに、ユーザに例えば契約内容に応じたコンテンツデータを
利用させることができる。



【図４】図３のディジタルチャンネル信号多重化回路１５におけるディジタルチャンネル
データのフォーマットを説明する図である。
【図５】図１のデータ受信装置６の詳細構成を示すブロック図である。
【図６】図１のデータ受信装置６の詳細構成を示すブロック図である。
【図７】図１のデータ放送システムにおいて行われるスクランブルおよびデスクランブル
を説明する図である。
【図８】放送局３でスクランブルがかけられた新聞データを説明する図である。
【図９】放送局３でスクランブルがかけられた雑誌データを説明する図である。
【図１０】ＩＣカード１０１を用いてデスクランブルが行われるデータ放送システムを説
明する図である。
【図１１】ＩＣカード１０１を用いてデスクランブルが行われるデータ受信装置６の構成
を示すブロック図である。
【図１２】ＩＣカード１０１を用いてデスクランブルが行われる場合のデータ受信装置６
の動作を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
１　大型計算機，　２　ワークステーション，　３　放送局，　４　衛星，　５　受信ア
ンテナ，　６　データ受信装置，　７　記録装置，　８　記録媒体，９　利用者端末，　
１０ａ　モニタ，　１０ｂ　プリンタ，　１１　暗号化回路，　１２　独立データチャン
ネル多重化回路，　１３　ＰＮ発生器，　１４　データスクランブラ，　１５　ディジタ
ルチャンネル信号多重化回路，　１６　４相ＤＰＳＫ変調器，　１７　映像信号／ディジ
タルチャンネル信号多重化回路，　１８　ＦＭ変調器，　１９　アップコンバータ，　２
０　電力増幅器，　２１　送信アンテナ，　２６　情報蓄積部，　２７　情報単位スクラ
ンブル処理部，　３１　情報単位デスクランブル処理部，　７１　ＦＭ復調器，　７２　
映像信号／ディジタルチャンネル信号分離回路，　７３　４相ＤＰＳＫ復調器，　７４　
ディジタルチャンネル信号分離回路，　８１　新聞データ／関連情報分離回路，　８２　
復号回路，　８３　メモリ，　８４　契約条件比較回路，　８４Ａメモリ，　８５　オン
／オフ切換回路，　８６　ＰＮ発生器，　８７　データデスクランブラ，　１０１　ＩＣ
カード，　１０２　ＣＰＵ，　１０３　ＲＯＭ，　１０４　ＲＡＭ，　１１１　ＩＣカー
ドインターフェイス装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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